












がスタッフとなって災害ミニ講習（Simple Triage And Rapid Treatment；以下，START 式トリアージ）
を平成 27 年 5 月から開始した．平成 28 年度からは START 式トリアージ以外の内容の災害ミニ講習も
開催しているが，今回は平成 27 年度と平成 28 年度で災害ミニ講習（START 式トリアージ）を計 15
回実施したので，実施による効果について分析を行った．講習のアンケート結果からは，災害医療対
応への職員の意識向上が確認できた．また，平成 26 年度から平成 28 年度までに毎年実施した院内災
害救護訓練において回収したトリアージタグの集計結果から，タグ記載率の向上が確認できた．災害
ミニ講習（START 式トリアージ）の受講者数は 2 年間で延べ 295 名となり，今後の講習継続で全体の
既知率を高め災害時対応の一層の効果が期待できた．このような効果から，今後も災害ミニ講習（START
式トリアージ）を継続開催していくことが必要であると思われた．





































START 式トリアージの講習を平成 27 年度と平成













































後には，スタッフが 2 次トリアージである Physi-

























開催年度 講習の種類 実施回数 受講者数
平成 27 年度 START 式トリアージ 11 208
平成 28 年度
START 式トリアージ 4 87
Physiological and Anatomical Triage；
































































回収率は，平成 26 年度訓練 95％，平成 27 年度
訓練 88％，平成 28 年度訓練 100％であった．ま
た，訓練参加者の中で災害ミニ講習（START 式
トリアージ）の既受講率は，平成 26 年度訓練 0％，


























































開催年度 訓練参加者 災害ミニ講習既受講者 既受講率
平成 26 年度訓練 71 名 0 名 0％
平成 27 年度訓練 82 名 26 名 31.7%




































1．2 年 間 の 災 害 ミ ニ 講 習
　　（START 式トリアージ）の
　　実施によって，災害時対応
　　における効果は表れてきて
　　いる．
2．今後も災害ミニ講習（START
　　式トリアージ）の開催を継
　　続していく必要がある．
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図 5　院内災害救護訓練におけるトリアージの正答率とタグ記載率（％）
